
 

 

 

   

 ３野党１会派があいさつ    日本共産党第 27 回党大会が 1 月 15 日から 4 日間の日程  

                   で 3 年ぶりに静岡県熱海市で開催されました。安倍自公政 

                   権に野党と市民の共闘が対決する日本の政治の新しい時代 

                   を体現するように、党大会史上初めて、民進党、自由党、 

社民党、参院会派・沖縄の風の 3 野党・1 会派の代表が参 

加しあいさつを述べました。また野党と市民の共闘によっ 

て勝利を勝ち取った 3 県－岩手県、新潟県、沖縄県の知事 

からのメッセージが紹介されました。 

 民進党の安住淳代表代行、自由党の小沢一郎共同代表、

社民党の吉田忠智党首、沖縄の風の糸数慶子代表の各氏 

が心のこもったあいさつを述べました。あいさつ後に志 

位委員長とがっちり握手を交わしました。５氏は壇上に 

並んで、小池書記局長の音頭で「安倍政権を打倒し、新 

しい政治をつくるために団結してがんばろう」と三唱し 

ました（写真上）。 

 全国から参加した１千人近くの参加者から割れんばかり 

の拍手が沸き起こりました（写真右）。 

 中央委員会報告に立った志位委員長は大会決議案討議で出された意見にも応え、各章ごとに詳しく

報告。「野党共闘はうまくいくか」に応え、「うまくいくように知恵と力を尽くす」ことが大切だと述

べ、それを発展させる力は新しい市民運動の発展と党の政治的躍進にかかっていると強調しました。

安倍政権の｢高支持率｣はウソと偽りでつくられたものであり、極めてもろく「真実の光」をあてれば

必ず崩せると述べました。そして来る総選挙で野党共闘の前進と党の躍進をと訴えました。 

 菅原県委員長は東日本大震災から６年を迎える被災地の現状と党の果たしてきた役割、岩手の野党

共闘の到達について発言し、大きな拍手を受けました。 

                      いわて三陸復興フォーラム（県など主催）は 20、21 

                     日、盛岡市内の会場で開催されました。1 日目は 3 会場

で「安全の確保」「暮らしの再建」「生業の再生」のテー

マごとに報告と交流が行われました。 

                      2 日目は全体会を開き震災・復興の後世への継承をテ

ーマに講演や事例発表が行われました。達増知事が復興

の取り組み状況を報告、岩手日報報道部の鹿糠敏和次長 

                     が「『命の軌跡』は訴える」と題して基調講演を行いま

した（写真左）。 

鹿糠氏は震災犠牲者の行動記録を紹介し「逃げたら戻らない」「助かる為の避難訓練を」などと教訓 

を述べました。会場のアイーナには約 250 人が参加しました。 


